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は し が き

硬骨魚は､は乳類で見られる免疫グロブリンM (IgM)とD (IgD)の2種類

の抗体を産生することが知られている｡著者は､最近､ゼブラフィッシュの遺

伝子のデータベースから3番目の免疫グロブリンが存在することを明らかにし

た｡さらに､この遺伝子が存在する場所で､同様な免疫グロブリンの存在をト

ラフグでも部分的に確認している｡この新しい免疫グロブリン (IgTと名付けて

いる)は､驚くべき事に､免疫グロブリン遺伝子の V領域とD領域の間に存荏

し､それ独自の J領域とD商域を持つことが明らかになっている｡本研究は､

この新しい魚類の免疫グロブリンについて､平成 17と18年度の2年間にわ

たり研究を実施した｡本報告書はその成果をとりまとめたものである0
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